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■ はじめに 
近年，茨城県北部の

沿岸地域で海岸侵食が
発生しているとの報告が
ある(宇多ほか，2008)(図
1)。私たちは，茨城県北
部の本校近くの日立市
会瀬海岸を調査対象地
として選んだ。本研究は，
近年の会瀬海岸における地形変動の状況把握と，その地
形変動要因を考察することを目的とする。また，地形変動
の要因について，海岸流，波高，台風の観点から考察を
試みた。 

 
■ 活動内容 
１．調査地域の概要 

会瀬海岸は，日立駅
の南約1㎞にあり，会瀬
漁港の北側に位置する
幅100ｍ弱の太平洋に面
した砂浜海岸である(図2)。
砂浜は，主に粗粒砂～
中粒砂で構成されており 
(図3)，2015年12月に堤
防嵩上げ工事による土
砂の搬入が行われた。ま
た，この海域は，親潮と
黒潮の混合域である。 
 
２．調査方法 

●測量範囲 
50ｍ×30ｍ区画内を5ｍ毎に測量する。(図4) 

測線A【海岸線と並行方向に50ｍ】 
測線B【海岸線と直交方向に30ｍ】 

●測量実施日：2015年7月より約50日毎に実施した。 
●測量器具：トータルステーション（レベル計） 
●測量結果を用いて，以下の2つを作成した。 
 ①平均標高を算出し，その変動を調べた。（図5） 
 ②海岸線と直交方向の海浜地形断面図を作成し，そ

の変動を調べた。（図6） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．結果 
平均標高は低下と上昇を繰り返し，主に海側部分で標

高の変動がみられた。 
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図 1 会瀬海岸の変遷 

図 2 調査地点の周辺図 

図 3 海岸の粒度 

図 4 測量範囲 

図 5 平均標高の推移 

図 6 
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図 6 海浜地形断面図の変動
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